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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 フェムト秒オーダ （ー10－15）の高強度パルスレーザー光を液体に集光すると、集光点を中心に気泡の発生を伴う過
渡的な形態変化現象が引き起こされるが、申請者はこれをトリガーにした結晶化過程の解明を目的に研究を行い、結
晶化過程を形態変化現象の観点から物理化学的に考察した。結晶化と形態変化のしきい値エネルギーが良く一致する
という実験結果を得て、結晶化過程の時間分解顕微画像観察から、レーザー集光点を中心に発生する短寿命のキャビ
テーションバブルの膨張・収縮過程と結晶化との相関、および長寿命の気泡の界面と結晶成長との関連性について考
察した。本研究より、フェムト秒パルスレーザー光照射による結晶化について全く新しい機構が実証された。 
 学位論文と口頭発表により、研究分野に関する基礎知識と研究内容に対する理解度の深さ、研究内容とその成果な
どについて審査を行い、博士号の学位を授与するに十分な質と内容のある論文として仕上がっていること、口頭発表
もわかりやすくよくまとまっており、質問にも的確な答えをしていたことから、予備審査は問題なく合格であると判
断した。 
 本審査の口頭発表もわかりやすく明解にまとめられており、質疑応答も的確であったので、主査と副査３名全員が
本審査も問題なく合格であると判断した。 
